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明
治
大
学
の
創
立
者
は
岸
本
辰
雄
、
宮
城
浩
蔵
、
矢
代
操

の
３
名
で
あ
る
。
現
在
、
３
名
の
胸
像
は
、
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
の
陽
だ
ま
り
広
場
を
囲
む
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

岸
本
の
胸
像
は
、
１
９
２
８
年
に
竣
工
し
た
「
記
念
館
」

内
に
設
置
さ
れ
た
。
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
彫
刻
家
の
北
村

西
望
で
あ
る
。
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
仮
像
と
な
っ
た

も
の
の
、
１
９
６
５
年
に
復
元
さ
れ
た
。
１
９
９
８
年
、
駿

河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
教
育
拠
点
と
し
て
リ
バ
テ
ィ
タ

ワ
ー
が
竣
工
し
、
そ
の
第
２
期
工
事
で
陽
だ
ま
り
広
場
が
整

備
さ
れ
る
と
、
同
地
に
移
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
創
立
者
の

宮
城
と
矢
代
の
胸
像
が
新
造
さ
れ
、
現
在
の
配
置
と
な
っ
た
。

岸
本
は
１
８
５
１
年
に
鳥
取
藩
士
の
子
と
し
て
誕
生
し
た
。

藩
校
で
の
修
学
を
終
え
た
岸
本
は
、
１
８
６
８
年
４
月
、
戊

辰
戦
争
の
さ
な
か
、
藩
か
ら
京
都
警
衛
部
隊
へ
の
従
軍
を
命

じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
10
月
ま
で
務
め
た
後
、
新
設
さ
れ
た
藩

軍
・
新
国
隊
に
所
属
。
同
部
隊
の
一
員
と
し
て
１
８
６
９
年

９
月
に
上
京
し
た
。
以
後
、
東
京
で
「
仏
学
修
行
」
に
励
ん
だ

岸
本
は
、
１
８
７
１
年
１
月
に
鳥
取
藩
の
貢
進
生
に
選
ば
れ

大
学
南
校
に
入
学
。
し
ば
ら
く
し
て
司
法
省
に
新
設
さ
れ
た

法
学
校
に
移
り
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
ら
か
ら
フ
ラ
ン
ス
法
学
を

学
ん
だ
。
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
岸
本
は
、
１
８
７
６
年
国
費

で
パ
リ
大
学
に
留
学
し
、
１
８
７
９
年
に
法
学
士
号
を
取
得

し
た
。
１
８
８
０
年
の
帰
国
後
は
司
法
省
の
官
僚
と
し
て
法

典
編
纂
な
ど
に
従
事
す
る
傍
ら
、
１
８
８
１
年
１
月
に
明
治

大
学
の
前
身
で
あ
る
明
治
法
律
学
校
を
開
校
。
法
学
普
及
に

生
涯
を
捧
げ
た
。
法
学
部
か
ら
開
学
し
た
明
治
大
学
は
、
現

在
10
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

創
立
者
・
岸
本
辰
雄
の
胸
像
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大
学
職
員
チ
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用
組
！
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学
連
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bassadors

―
広
報
活
動
を
行
う
学
生
団
体
―
　
髙
橋
武

44	
　
楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！
多
摩
Ｘ
ｉｎ	

Ｃ
ｈａｏ
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取
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テ
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多
様
性
、
公
平
性
、
包
摂
性

の
あ
る
大
学
を
目
指
し
て

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

　

 

法
政
大
学
総
長

法
政
大
学
憲
章
は
、「
地
球
社
会
の
課
題
解
決
」

を
使
命
と
し
、
多
様
な
視
点
と
先
見
性
を
備
え
た
研

究
と
、
自
由
な
思
考
・
行
動
を
貫
く
自
立
し
た
市
民

の
育
成
を
社
会
に
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、

教
育
や
研
究
の
充
実
に
加
え
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
・

公
平
性
・
包
摂
性
）
に
富
ん
だ
環
境
が
不
可
欠
で
あ

る
。
２
０
２
４
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

は
、
啓
発
、
居
場
所
づ
く
り
、
相
談
、
学
生
と
の
協

働
を
通
じ
て
、
大
学
の
構
成
員
が
社
会
的
な
格
差
を

感
じ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
創
造
的
に
学
び
、
働
け

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
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は
じ
め
に

敬
和
学
園
大
学
は
新
潟
県
、
新
発
田
市
、
聖
籠
町
、
キ
リ
ス
ト

教
諸
教
会
よ
り
多
大
な
支
援
を
受
け
て
１
９
９
１
年
に
開
学
し
た
、

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
よ
る
全
人
教
育

を
行
う
大
学
（
人
文
学
部
設
置
）
で
あ
る
。「
神
を
愛
し
、
隣
人
を

愛
す
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
本
学

で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
神
に
愛
さ
れ
た
存
在
と
し
て
尊
重
し
、

「
人
権
・
共
生
・
平
和
」
に
価
値
を
置
く
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
地
域

貢
献
教
育
・
国
際
理
解
教
育
を
行
い
、「
真
理
を
探
究
す
る
と
と
も

に
心
の
教
育
を
実
践
し
、
国
際
的
教
養
豊
か
な
良
心
的
人
材
の
養

成
」
を
教
育
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
10
数
年
は
「
実
践
す
る
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を
掲
げ
、
教
室
内
の
学
問
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
や
海
外
に
出
て
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
を
教
育
の
中
軸
に
据
え
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
地
方
小
規
模
大
学
が
地
域
と
連
携
し
て
行
う

教
育
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

1
．
敬
和
学
園
大
学
の「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

本
学
は
、
開
学
時
よ
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
大
学
」
と
し
て
、

被
災
地
支
援
や
地
域
の
教
育
活
動
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
実
績
を
も
と
に
、
学
び
の
要
素
に
重
点
を

置
い
て
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
深
化
さ
せ
、
演
習
等
で
の
学
習

を
地
域
で
の
実
践
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
「
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
化
」
構
想
に
お
い
て
は
、
行
政
、
社
会
福
祉
団
体
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、
学
外
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
チ
ー
ム
で
協
働
し
、

学
生
は
知
識
の
修
得
と
実
践
活
動
に
よ
る
循
環
の
中
で
、
確
か
な
学

び
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
修
得
し
た
知
識
の

地
域
と
と
も
に
歩
む
地
方
小
規
模
大
学 

―
敬
和
学
園
大
学
の
「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
教
育
―

金
山 

愛
子
　

敬
和
学
園
大
学
学
長

し

　ば

　た

　し

せ
い
ろ
う
ま
ち

10

応
用
・
再
評
価
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
汎
用
的
能
力
を

高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
地
域

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
目
に
見
え
る
成
果

を
生
ん
で
い
る
と
実
感
で
き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
得
て
い
る
。
同

時
に
、
自
己
肯
定
感
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
学
生
が
、
さ
ら
っ
と
「
僕
、
不
登
校
だ
っ
た
ん

で
す
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
の
を
聞
く
と
、
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
要
す
る
学
び
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
が
彼

ら
独
自
の
発
想
で
固
定
観
念
を
破
り
、
創
造
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
点
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
特
色
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々

に
関
心
を
向
け
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
活
動
に
は
、
学
長
裁
量
費
に
よ
る
資
金
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
発
田
市
か
ら
貴
重
な
補
助
金
支
援
を
受
け
て
い
る
た

め
、
地
域
に
還
元
で
き
る
活
動
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
卒

業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
近
い
学
生
が
「
地
域
社
会
の
中
で
、
他

の
人
に
仕
え
る
意
欲
と
寄
り
添
う
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
答
え
て
い

る
。
国
際
文
化
学
科
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
共

生
社
会
学
科
の
特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
う
ち
、
こ

こ
に
３
例
を
紹
介
す
る
。

⑴
映
像
作
品
制
作
、ラ
ジ
オ
番
組
制
作

　（国
際
文
化
学
科 

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
）

映
像
作
品
制
作
と
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力

を
社
会
に
発
信
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
考
え
る
。
夏
冬
の
集
中
講
義

や
ゼ
ミ
活
動
で
地
域
を
取
材
し
、
歴
史
、
文
化
、
現
代
課
題
を
深

く
掘
り
下
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。

作
品
に
は
、
佐
渡
金
山
と
朝
鮮
人
強
制
労
働
者
の
問
題
や
沖
縄
県

営
平
和
祈
念
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
新
潟
県
民
の
慰
霊
塔
を
め
ぐ

る
調
査
な
ど
社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
が
多
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
も
生
ま
れ
て
お
り
県
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ

オ
番
組
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
と
連
携
。「
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
」
と

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
毎
週
放
送
し
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
学
内
外
の

多
様
な
話
題
を
発
信
し
て
い
る
。
７
月
初
め
に
は
放
送
３
０
０
回

を
数
え
た
。
制
作
活
動
を
通
じ
、
学
生
は
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
、
学
び
を
力
に
変
え
て
い
る
。

⑵
こ
ど
も
の
ま
ち

　（英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　英
語
教
育
コ
ー
ス
）

市
民
性
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
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応
用
・
再
評
価
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
汎
用
的
能
力
を

高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
地
域

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
目
に
見
え
る
成
果

を
生
ん
で
い
る
と
実
感
で
き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
得
て
い
る
。
同

時
に
、
自
己
肯
定
感
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
学
生
が
、
さ
ら
っ
と
「
僕
、
不
登
校
だ
っ
た
ん

で
す
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
の
を
聞
く
と
、
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
要
す
る
学
び
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
が
彼

ら
独
自
の
発
想
で
固
定
観
念
を
破
り
、
創
造
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
点
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
特
色
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々

に
関
心
を
向
け
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
活
動
に
は
、
学
長
裁
量
費
に
よ
る
資
金
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
発
田
市
か
ら
貴
重
な
補
助
金
支
援
を
受
け
て
い
る
た

め
、
地
域
に
還
元
で
き
る
活
動
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
卒

業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
近
い
学
生
が
「
地
域
社
会
の
中
で
、
他

の
人
に
仕
え
る
意
欲
と
寄
り
添
う
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
答
え
て
い

る
。
国
際
文
化
学
科
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
共

生
社
会
学
科
の
特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
う
ち
、
こ

こ
に
３
例
を
紹
介
す
る
。

⑴
映
像
作
品
制
作
、ラ
ジ
オ
番
組
制
作

　（国
際
文
化
学
科 

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
）

映
像
作
品
制
作
と
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力

を
社
会
に
発
信
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
考
え
る
。
夏
冬
の
集
中
講
義

や
ゼ
ミ
活
動
で
地
域
を
取
材
し
、
歴
史
、
文
化
、
現
代
課
題
を
深

く
掘
り
下
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。

作
品
に
は
、
佐
渡
金
山
と
朝
鮮
人
強
制
労
働
者
の
問
題
や
沖
縄
県

営
平
和
祈
念
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
新
潟
県
民
の
慰
霊
塔
を
め
ぐ

る
調
査
な
ど
社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
が
多
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
も
生
ま
れ
て
お
り
県
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ

オ
番
組
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
と
連
携
。「
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
」
と

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
毎
週
放
送
し
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
学
内
外
の

多
様
な
話
題
を
発
信
し
て
い
る
。
７
月
初
め
に
は
放
送
３
０
０
回

を
数
え
た
。
制
作
活
動
を
通
じ
、
学
生
は
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
、
学
び
を
力
に
変
え
て
い
る
。

⑵
こ
ど
も
の
ま
ち

　（英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　英
語
教
育
コ
ー
ス
）

市
民
性
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
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保
障
の
周
知
と
啓
発
、
特
に
「
社
会
に
参
加
す
る
権
利
」
の
保
障
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
仮
想
の
ま
ち
で
遊
び
働

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
こ
ど
も
の
ま
ち
」
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
。
２

０
２
３
年
度
か
ら
新
潟
市
の
こ
ど
も
の
ま
ち
を
開
始
し
、
２
０
２
４

年
度
は
「
新
発
田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
」
の
策
定
に
向
け
て
、
こ
ど

も
課
と
協
力
し
、
子
ど
も
の
声
を
聞
き
取
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
２
０
２
４
年
度
の
こ
ど
も

の
ま
ち
「
ミ
ニ
し
ば
た
」
で
は
基
本
条
例
案
の
周
知
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集
を
行
う
仕
事
を
設
け
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
動
か
せ
る
」と
い
う
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
子
ど
も
の
声
は
基
本
条
例
案
に
反
映
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
新
発
田
市
の
回
答
を
添
え
て
公
開
さ
れ
た
。

学
生
は
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
市
民
と
し
て

の
意
識
と
実
践
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

⑶
地
域
活
性
化
・
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（共
生
社
会
学
科

　ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ス
）

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
座
学
や
実
践
に
お
い
て
、キ
リ
ス
ト
教

×
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
を
軸
に

お
い
た「
粟
島
浦
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
新
発
田
市
上
三
光

農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。
学
生
た
ち
は
、過
疎
化
が
進
む

粟
島
の
島
民
と
島
内
で
国
内
留
学
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、ま
た
新

発
田
市
内
の
特
別
支
援
学
校
生
徒
や
社
会
福
祉
団
体
利
用
者
と
協

働
す
る
。
そ
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｌ
学
習
を
も
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
課
題

に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
策
を
探
し
、そ
の
活
動
の
成
果
や

利
益
を
当
該
地
域
や
福
祉
の
就
労
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
る
。例
え

ば
、粟
島
に
自
生
す
る
山
菜
を
原
料
と
す
る「
あ
ま
ど
こ
ろ
ミ
ル
ク
ア

イ
ス
」や
、上
三
光
の
耕
作
放
棄
地
で
の
農
福
連
携
活
動
に
よ
る「
一

人
娘
み
そ
」の
商
品
化
な
ど
が
あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
底
に

もっ
と
も
大
事
な
も
の
と
し
て
据
え
て
い
る
の
は
、広
い
視
野
か
ら
自
由

な
発
想
で
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
隣
人
と
共
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト

教
の
学
び
で
あ
る
。

2
．
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
る

敬
和
学
園
大
学
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
充
実
を
目
指

し
て
２
０
２
６
年
４
月
人
文
学
部
に
「
国
際
教
養
学
科
」
を
新
設
。

１
学
科
６
コ
ー
ス
制
（
歴
史
探
究
、
多
文
化
・
思
想
、
キ
ャ
リ
ア

英
語
、
地
域
経
営
、
国
際
社
会
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
）
へ
と
移
行
す

る
（
届
出
申
請
中
）。

本
学
開
学
の
年
、１
９
９
１
年
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
よ

り
、各
大
学
で
教
養
教
育
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
頃
、定
年
の

た
い
こ
う
か

あ
わ
し
ま
う
ら
む
ら

か
み
さ
ん
こ
う

12

近
い
あ
る
教
員
が
、「
私
が
大
学
教
員
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、教
養
部
が

ど
ん
ど
ん
で
き
た
が
、定
年
に
な
る
今
、今
度
は
教
養
部
が
な
く
な
っ

て
い
く
」と
話
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
って
い
る
。
そ
れ
で
も
本
学
は

専
門
学
校
進
学
率
が
常
に
全
国
１
、２
位
を
争
う
実
学
志
向
の
強
い

新
潟
県
と
い
う
土
地
に
あ
り
な
が
ら
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
に
腐
心
し
、そ
の
教
育
を
貫
い
て
き
た
。
卒
業
生
が
、

社
会
に
出
て
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
た
時
に
、リ
ベラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質

を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
我
々
の
励
み
に
な
って
き
た
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
成
果
は
４
年
間
で
測
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の

人
の
生
涯
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
振
り
返
って
み
て
わ
か
る

よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
人
工
知
能
等
の
技
術
革
新
が

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
、
先
行
き
が
不
透
明
な
今
こ

そ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
当
た
り
前
を
疑

い
、
自
分
自
身
の
問
い
を
持
ち
、
分
野
の
異
な
る
学
問
に
よ
り
得

た
知
識
を
融
合
さ
せ
て
多
角
的
に
考
え
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
と
か
く
効
率
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
こ
の
社
会
に
あ
っ

て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
す
に
は
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
る

に
は
、
何
か
創
造
的
な
こ
と
を
す
る
に
は
、
心
の
余
裕
と
考
え
る

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
学
科
で
は
レ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
。
学
生
が
自
ら
の
関
心
や
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
主
専
攻
を
決
め
、
副
専
攻
の
選
択
や
興
味
の

あ
る
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
分
野
を
越
え
た
横
断
的
で
多
様
な
学

び
が
で
き
る
設
計
と
し
た
。
21
世
紀
に
必
須
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
い
て
は
、
専
攻
や
学
年
を
越
え
て
初
歩
か
ら

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
知
識
や
自
分
で
考
え
る
力
、
判
断
力
を
用

い
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
実
装
の
機
会
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

予
測
不
可
能
な
時
代
に
は
、
既
存
の
社
会
の
流
れ
や
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
し
い
発
想
で
新
し
い
社
会
を
創
る
人
が
求
め

ら
れ
る
。
大
学
時
代
こ
そ
、
多
く
の
考
え
方
や
価
値
観
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
出
合
い
、
失
敗
も
許
さ
れ
な
が
ら
経
験
を
重
ね
て

自
分
を
磨
く
時
間
で
あ
る
。
人
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
４
年
間
、
競
争
の
た
め
で
な
く
、
多
様
性
を
許
容
す
る

幸
せ
で
平
和
な
社
会
を
創
る
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
地
方
大
学
の
使
命
と
し
て
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る

地
域
に
、
地
域
を
愛
し
、
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
欲
と
実
力
を
備

え
た
良
心
的
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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近
い
あ
る
教
員
が
、「
私
が
大
学
教
員
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、教
養
部
が

ど
ん
ど
ん
で
き
た
が
、定
年
に
な
る
今
、今
度
は
教
養
部
が
な
く
な
っ

て
い
く
」と
話
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
って
い
る
。
そ
れ
で
も
本
学
は

専
門
学
校
進
学
率
が
常
に
全
国
１
、２
位
を
争
う
実
学
志
向
の
強
い

新
潟
県
と
い
う
土
地
に
あ
り
な
が
ら
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
に
腐
心
し
、そ
の
教
育
を
貫
い
て
き
た
。
卒
業
生
が
、

社
会
に
出
て
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
た
時
に
、リ
ベラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質

を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
我
々
の
励
み
に
な
って
き
た
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
成
果
は
４
年
間
で
測
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の

人
の
生
涯
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
振
り
返
って
み
て
わ
か
る

よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
人
工
知
能
等
の
技
術
革
新
が

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
、
先
行
き
が
不
透
明
な
今
こ

そ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
当
た
り
前
を
疑

い
、
自
分
自
身
の
問
い
を
持
ち
、
分
野
の
異
な
る
学
問
に
よ
り
得

た
知
識
を
融
合
さ
せ
て
多
角
的
に
考
え
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
と
か
く
効
率
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
こ
の
社
会
に
あ
っ

て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
す
に
は
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
る

に
は
、
何
か
創
造
的
な
こ
と
を
す
る
に
は
、
心
の
余
裕
と
考
え
る

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
学
科
で
は
レ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
。
学
生
が
自
ら
の
関
心
や
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
主
専
攻
を
決
め
、
副
専
攻
の
選
択
や
興
味
の

あ
る
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
分
野
を
越
え
た
横
断
的
で
多
様
な
学

び
が
で
き
る
設
計
と
し
た
。
21
世
紀
に
必
須
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
い
て
は
、
専
攻
や
学
年
を
越
え
て
初
歩
か
ら

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
知
識
や
自
分
で
考
え
る
力
、
判
断
力
を
用

い
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
実
装
の
機
会
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

予
測
不
可
能
な
時
代
に
は
、
既
存
の
社
会
の
流
れ
や
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
し
い
発
想
で
新
し
い
社
会
を
創
る
人
が
求
め

ら
れ
る
。
大
学
時
代
こ
そ
、
多
く
の
考
え
方
や
価
値
観
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
出
合
い
、
失
敗
も
許
さ
れ
な
が
ら
経
験
を
重
ね
て

自
分
を
磨
く
時
間
で
あ
る
。
人
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
４
年
間
、
競
争
の
た
め
で
な
く
、
多
様
性
を
許
容
す
る

幸
せ
で
平
和
な
社
会
を
創
る
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
地
方
大
学
の
使
命
と
し
て
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る

地
域
に
、
地
域
を
愛
し
、
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
欲
と
実
力
を
備

え
た
良
心
的
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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